
 

 

 

 

 

 

〔趣旨〕 

 今日、グローバル化の進展に伴い、文化や習慣、価値観の多様化が進む中、未来を担う子どもが

自らの夢や目標の実現を図るために、学力や体力の向上はもちろん、自律的態度の確立を促すこと、

互いを思いやり尊重する態度や感動する心など豊かな人間性を育むことが大切である。そのため、

学校においては、全教育活動を通して体験活動を推進することや、人権教育や道徳教育を基盤とし

た心の教育の充実を図ることが強く求められている。 

 また、近年の急速な社会環境や生活環境の変化は、物質的な豊かさをもたらしている反面、精神

的なストレスの増大や生活習慣病の増加など、心身両面で問題を生み出している。学校においても、

体力・運動能力の低下やアレルギー性疾患、いじめや不登校等、子どもの心と体の健康に関わる様々

な課題が生じている。校長としては、このようなことを踏まえ、課題解決を進める指導態勢の構築

と社会の変化に対応した取組の充実を図る必要がある。 

 本分科会では、校長のリーダーシップの下、豊かな人間性を育むための心の教育の実践、並びに

未来をたくましく生き抜くための体つくりと健康づくりを推進するためのカリキュラム・マネジメ

ントについて、具体的方策を明らかにする。 

 

《 協議題 １ 》 新たな社会を見据えた人権教育と豊かな心を育てる道徳教育の推進  

 

《 協議題 ２ 》 たくましく生きるための体力向上や健康づくりを目指す教育活動の推進 

 【本年度提案：宮﨑県】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 ４分科会 「豊かな人間性」「健やかな体」 

 
研 究 主 題 豊かな人間性と健やかな体を育むカリキュラム・マネジメントの推進 

 


